全国自死遺族総合支援センターについて
日本の自殺者数は、1997年の2万4391人から、1998年には3万2863人へと急増し、以後、年間自殺者数が３万人を越える状態が10年も続いています。これは、1日当たり90人近くが日本のどこかで、様々な理由で追い詰められていのちを絶っている計算になります。さらに、自殺未遂者は、少なくともその10倍はいると言われていますし、自殺で大切な人を亡くす遺族の数も増え続けています。
　自殺者・自殺を考えている人・自殺で大切な人を亡くした人は、私たち誰もの身近にいるのです。自殺の問題は決して他人事ではありません。

　自殺によりかけがえのない大切な人を亡くした時、その家族や親しい人は、衝撃や悲しみ、自殺を止められなかったことへの自責の念などから、極度の心的ストレスにさらされがちです。その上、故人の負債を相続してしまったり、自殺現場となった賃貸物件の所有者から多額の損害賠償を請求されたり、法的・経済的な負担を負わされることも少なくありません。また、自殺に対する社会の偏見や無理解は根強く、そのために悲嘆感情の吐露が阻まれ、必要な支援もないままに孤立を深め、とても苦しい状況におかれている遺族が多いことに、私たちはもっと目を向けなければいけません。
『全国自死遺族総合支援センター』の幹事4名は、これまで「自殺対策の法制化を求める3万人署名」や、全国４７すべての都道府県における「自死遺族支援全国キャラバン」の開催に取り組んできました。自殺対策基本法の成立によって自死遺族支援の土台（法的根拠）が出来、「全国キャラバン」の展開によって自死遺族支援の種が全国各地に撒かれたのです。
『全国自死遺族総合支援センター』は、自殺で大切な人を亡くした人が、偏見にさらされることなく悲しみと向き合い、必要かつ適切な支援を受けながら、死別の痛みから回復し、その人らしい生き方を再構築できるように、「官と民」、「心理的支援と法的支援」、「自死遺族個々人と地域社会」など、これまで分断されてきた様々な要素を有機的につなぎなおして、総合的な自死遺族支援の拡充をはかり、もって誰にとっても生き心地のよい社会の実現に寄与することを目的として活動していきます。

【運営体制】

幹　事：杉本脩子（代表幹事）、西原由記子、西田正弘、清水康之（渉外・報道担当）

会　員：「自死遺族のつどい」などの団体、もしくは自死遺族支援に関わる個人
事務局： 〒102-0071東京都千代田区富士見2-3-1信幸ビル302　ＮＰＯ法人ライフリンク内

電話　０３－３２６１－４３５０　　ＦＡＸ　０３－３２６１－４９３０

ＨＰ　www.lifelink.or.jp/izoku-center　メール　info@lifelink.or.jp
【2008年度事業】
1． 研修会の開催
2． ブロック毎連絡会

3． 「遺族の集い」運営ガイドラインの作成

4． 遺族支援に有効な社会資源の調査と情報収集

5． 遺族の実態調査

6． 書籍「‘沈黙の悲しみ’を超えて（仮題）」発行

7． その他
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